2010秋（9月、10月、11月）

人生は素晴らしい！

報道を聞いていても、疑問におもわれるでしょう。アメリカでの政治的状況は11月の中間選挙が近づき、“混乱状況”にあります、・・・まるで世界中での似たような状況を反映しているかのように。

私たちはどうすべきなのでしょうか？矯正歯科が経済において網羅するのは非常に僅かな比率であるにもかかわらず、我々は人々の人生を変えたり地域のコミュニティーの改善を手助けする機会に恵まれています。そう、我々は個人レベルで、自分の患者さん達にベストを尽くすということを続けるのです！

この秋は、かつて無いほどに忙しいレクチャースケジュールになりました。9月9〜10日のアーリントンでのプリンシプルコースで始まります。もしもこのコースをまだお受けになっていないのなら、私たちのフィロソフィーとメカニクスを理解する非常に良い機会です。様々な矯正歯科の教育プログラムからの多くの卒業生が、すでに登録済みです。

この今年のプリンシプルコース終了後は、・・・アジアとヨーロッパです・・・　中国（西安、武漢と上海）、それからインドネシアのジャカルタで講演予定です。

ジャカルタでのレクチャーに引き続いて、アングルソサエティー・サウスウェストの年次集会に参加します。2010年のミーティングは日本の京都で開催され、我々の日本のメンバーがもてなしてくれます。

再び空路、イタリア（ミラノ、ナポリとフローレンス）でのレクチャーのためにヨーロッパへ旅立ちます、・・・それから、リトアニアのヴィルニアスと、最後はポーランドのポズナンです・・・

非常に長いスケジュールですが、世界中のたくさんの優秀な矯正医と学生達に再会できることを本当に楽しみにしています・・・一緒に楽しく学びましょう！

それから・・・2011年のインターナショナルシンポジウムについても、

そろそろ計画しなければなりません。
The Alexander Discipline International Symposium

2011年、４月1〜2日

イタリア、ローマ
アレキサンダーディシプリンインターナショナルシンポジウムは、世界中からの様々な優れた講演者を揃えた２日間の臨床プログラムです。

2011シンポジウムのテーマは・・・

“技術、効率と安定性：堅固なる基盤への鍵”

“Technology, Efficiency and Stability : Key to Rock Solid Foundation”

· ・・イタリアのスタディークラブがこの企画を主催し、アレキサンダーファウンデーションとアメリカンオーソドンティックスとSIDOが支援します・・・

ご覧の通り、AFORE（Alexander Foundation for Orthodontic Research and Education／アレキサンダー矯正研究教育財団）は活動しています。世界中の素晴らしい矯正医と共に知識と友情を分かち合うことを継続することに、努力を怠らないで下さい。

